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一方で，メトキシ基を 2 つ導入した

NBA を用いた共重合体(c)は熱処理によって異方

性が向上することに加えて従来の材料と比較して

厚膜でも高い異方性が保持できた。

図 1 NBAを光応答部とする液晶高分子 

また，(c)は光照射によって接着性能を制御できる

ことから，再利用可能な異方性光応答性接着剤と

しての応用も期待できる。 
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【助成 40-34】
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